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①

二
宮
浅
間
神
社

②

一
畑
川
匡
匡
�
 

県国

考
古
資
料

中
国
・
三
国
時
代

神
獣
鏡

書
跡

室
町
時
代

王
代
記

市
川
大
門
町
吉
岡
田

市
川
大
門
町
一
一
二
三

昭
和
五
十
四
年
六
月
六
日

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
七
日

③

一
回
木
忠
造

⑤

一
流
通
寺

⑥

一
四
尾
連
区
長

⑦

一宮

司

村

松

③一

渡
辺
国
博

⑤一

渡
辺
国
博

⑪

-花
園
院

。

一市
川
大
門
町

⑫

一高
田
一
区
区
長

書
跡

工
芸
口
問

自
然
記
念
物

天
然
記
念
物

天
然
記
念
物

建
造
物

工
士
一
吉
田

書
跡

書
跡

考
古
資
料

民
俗
資
料

江
戸
時
代

江
戸
時
代

戦
国
1
江
戸
時
代

南
北
時
代

一室
町
時
代

銅
鏡
(
内
行
花
文
鏡
)

一
宮
浅
間
神
社
赤
松
林

流
通
寺
の
ビ
ャ
ク
シ
ン

四
尾
連
の
リ
ョ
ウ
メ
ン
ヒ
ノ
キ

熊
野
神
社
本
殿

脇
指
(
和
州
住
正
長
)

渡
辺
家
文
讐

平
塩
寺
過
去
帳

板
碑

六
地
蔵
石
憧

市
川
大
門
町
一

市
川
大
門
町
吉
岡
田

市
川
大
門
町
高
田

市
川
大
門
町
吉
岡
田
二
七
八
六

市
川
大
門
町
山
家
三
六

O
七

市
川
大
門
町
平
塩

市
川
大
門
町
吉
岡
田
二
三
五

市
川
大
門
町
吉
岡
田
二
三
五

OO

市
川
大
門
町
五
六
六
九

市
川
大
門
町
一
七
八
五

市
川
大
門
町
印
沢

市
川
大
門
町

に
は、

国

・
県

・
町
の
指
定
を
受
け
た
え
化
財
が
必
件
あ
り
ま
す
。
、
『
れ
ら
の
え
化

ゆ叫� 1

み
4

、

市
川
大
門
町
の

、水
い
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
を
証
拠
だ
て
る
唯

の
遺
産
。
て
あ
り
、

町
氏
共

有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、

開
発
に
と
も
な
う
社
会
の
変

枕
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

こ
の
中
に
あ
っ
て
え
化

ゆ
司
み

晶、�
 

そ
の
保
存
上
大
き
な
彰
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た

め
、
多
く
の
町
氏

の
皆
採
が

、
ま
た
と
符
が
た
い
え
化
財
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

E

l

 

E

l

 

本
書
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

ょ
う
深
い
ご
理
解
を
く
だ
さ
る
こ
と

を
願
っ
て
、

B本
書

が、

私
た

ち
町
民
の

心
の
糧
と
し
て
、

ま
た
地
域
え
化
の
向
上
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

平

成

五

年

三

月

市
川
大
門
町
教
育
委
員
会
�
 

回
木
家
文
書	

九

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
日

④

二
宮
浅
間
神
社
�
 

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
日

@

二
宮
浅
間
神
社	 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日


昭
和
四
十
三
年
十
一
月
八
日


昭
和
五
十
五
年
九
月
十
八
日


O
O	

昭
和
四
十
八
年
六
月
六
日

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
日

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
一
日

平
成
五
年
三
月
二
十
四
日

昭
和
四
十
八
年
六
月
十
六
日

昭
和
田
十
七
年
六
月
二
日
�
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市
川
大
門
町
高
田

一
宮
浅
間
神
社

昭
和
五
十
四
年
六
月
六
目
指
定

'
=
の
銅
銃
は
、
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
喬
八
代
郡
三
珠
町
大
塀

字
鳥
居
原
の
古
墳
、
か
ら
村
人
の
て
に
よ
り
発
足
さ
れ
た
。

径
十
二

・
五
五 

、
反
三
、
七
八
%
で
、
汁
区
に

「赤
烏
元
年
五
月
二

m

十
五
日
丙
午
造
作
明
意
百
沫
清
銅
服
者
君
侯
宜
子
孫
専
再
年
」

の
銘
が
あ
り
、
区
内
に
は
、
四
神
四
獣
を
配
し
て
い
る
。

赤 
'p
ヲ
厄
年
は
、
兵
ハ
の
時
代
の
年
号
て
、
西
歴
二
三
八
千
て
あ
り
、
中
国

揚
子
江
中
流
域
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
対
置
式
神
獣
‘
鏡
、
て
一
般
に

は

「
赤
烏
元
年
鏡
」
又
は
「
赤
烏
元
年
四
神
四
獣
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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市
川
大
門
町

畑
川
恵
蔵

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
七
日
指
定

ー・i

(
た
だ
し
大
正
八
(
一
九
一
九
)
年
の
装
丁
て
、

別
に
四
丁
の
本
紙
と
足
返
し
が
つ
い
て
い
る
)
。
衣
紙
に
は
、
「
×
王
代
記
」

と
左
上
に
書
名
が
記
さ
れ
、
右
下
に
「
甲
斐
国
束
郡
八
幡
山
常
住
」
「
上

之
坊
」
と
二
行
が
全
奇
か
れ
て
い
る
。

「
上
之
坊
」
は
山
梨
市
北
の
窪
八
幡
神
社
の
別
当
。
て
あ
る
普
賢
寺
の
こ

と
で
、
具
言
宗
者
五
泳
に
属
す
る
こ
の
寺
の
住
僧
が
代
々
受
け
継
い
で
書

い
た
も
の
で
あ
る
。

全
一
冊
て
、

四
十
一
丁

こ
の
本
は
、
前
半
が
「
王
代
記
」
、
て
、
後
半
が
「
年
代
記
」
と
な
っ
て

い
る
。「
王
代
記
」
に
は
、

「干
時
大
永
四
(
一
五
二
四
)
年
中
中
卯
月
九
日
書

畢
」
と
最
初
に
書
か
れ
、
神
代
か
ら
後
土
御
門
え
皇
(
一
四
六
四 
)

i
一

五 
O
O
)
ま
で
の
帝
王
編
年
史
て
、
神
代
か
ら
御
小
松
天
皇
(
一
三
九
ニ

ー
一
四
一
二
)
ま
で
は
同
一
筆
跡
て
、
そ
の
後
は
別
筆
跡
で
あ
る
。

「
王
代
記
」
は
、
他
の

「
王
代
記
」
に
類
似
し
て
い
る
が
、

「年
代
記
」

に
つ
い
て
は
、
正
保
二
(
一
六
四
五
)
年
ま
で
の
、
甲
斐
国
内
の
重
妥
記

事
が
記
さ
れ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
え
え
年
間
(
一
五
三
二 
j

一
五
五
五
)

か
ら
、
永
禄
年
間
(
一
五
五
八 
i

一
五
七 

O
)
の
式
田
信
虎
・
信
玄
八
位
昨

代
の
記
録
は
、
詳
畑
正
確
。
て
、
武
田
氏
研
完
の
貴
重
な
資
杵
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。



市
川
大
門
町
一 

九

回
木
忠
造

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
指
定

(
昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
町
文
化
財
指
定
)

O
O

'{， 
司� k 

t 
専� 

k 

え
和
年
間
(
一
、
一
ハ
八
こ
か
ら
嘉
水
年
間
(
一
八
五
三
)
ま
で
の
、
前
匂
付
け
、
俳
書
、

歌
書
、
書
簡
、
俳
詰
古
え
書
、
仏
判
、
和
歌
俳

の
短
冊
、
色
紙
の
九
荘
、
百
七
点
で
あ
る。

'勾

甲
斐
に
お
け
る
俳
請
の
歴
史
を
桔
立
し
た

の
は
、
一
瀬
調
実
一
と
市
川
和
同
て
あ
る
が
、

こ
れ
を
助
け
た
の
は
、
克
え
八
(
二
ハ
、
一
ハ
八
)
年
以
前
に
俳
請
の
宗
匠
に
列
せ
ら
れ
た
岸

本
調
和
て
あ
る
。

調
実
は
・市
十
郎
と
い
い
、
江
戸
仕
未
の
時
、
幕
府
歌
学
所
の
北
村
手
吟
に
和
歌
の
教
え

を
受
け
、
柳
沢
吉
保
の
歌
会
て
万
四
、万
。
を
い
部
じ
、
白
根
山
の
ロ
す
を
受
け
て
い
る
。
李
吟

の
は
か
ら
い
で
え
和

二
年
に
調
和
の
門
人
と
な

っ
て
調
-
実
と
号
す
る
よ
‘ 
7
に
な
っ
た
。

和
同
は
、
上
野
村
御
崎
神
社
の
神
官
、
市
川
五
行
.
て
、
負
手
元
(
一
六
八
四
)
年
、
調
実

の
家
に
滞
在
中
の
岸
本
調
和
の
門
人
と
な
っ
た
俳
人
で
あ
る
。

員
享

二
年
に
調
実
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た

「白
格
段
」
は
、
甲
斐
俳
書
の
第
一
号
、
で
あ

る
。

軍
-
の
本
を
刊
行
す
る
前
と
後
の
二

一・足
、
京
都
の
李
吟
の
と
、
-
ろ
に
参
上
し
て
い
る
。

指
定
え
化
吋
の
、
五
妥
な
も
の
と
し
て
、
李
吟
の
書
簡
、
井
原
西
鶴
と
俳
譜
失
数
を
一
競

っ

た
伊
勢
の
大
淀
三
ヶ
風
の
書
簡
、
谷
村
藩
守
秋
山
但
馬
守
の
家
老
高
山
幼
世
の
書
簡
、
芭

t
t
…
の
具
筆
、
其
角
の
短
冊
「未
樹
老
人
」
。
良
介
や
南
反
社
の
書
な
と
、
な
お
、
え
化
十
(
一
八

一
三
)
年
、
一
茶
の
友
人
石
原
有
支
(
七
丁
目
の
人
)
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
星
づ
く

里
」
は
、
調
実
が
晩
年
詠
じ
た
「
瓜
や
星
の
な
る
木
を
植
え
て
行
く
」
か
ら
取

っ
た
も

の

で
あ
る
。

回
木
家
は

一
瀬
氏
-
郊
長
一
実
寿
の
本
て
、
市
川
の
鎮
守
、
八
幡
神
社
の
神
官
て
、
武
田

時
信
に
戦
勝
祈
願
の
御
五
会
守
符
を
贈
り
、
え
正
十
二
(
一
五
八
四
)
年
に
は
、
徳
川
氏

御
用
紙

「
肌
古
来
」
・
一ハ
名
中
の
一
人
と
し
て
、
名
主
を
務
め
た
ま
柄
て
あ
り
、
明
治
九
年

に
一
瀬
姓
を

回
木
姓
に
改
正
し
札
在
に
豆
ヮ
て
い
る
。

一n
-
2
R
b
g
b
o
b
一言。宝
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鏡内
行
花
文
鏡

市
川
大
門
町
高
田
一
宮
浅
間
神
社

昭
和
四
十
七
年
二
月
八
目
指
定

内
行
花
え
鋭
、
て
、
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
同
)
西
八
代
郡
大
琢
村
(
礼
三m

珠
町
)
鳥
居
原
に
あ

ゥ
た
と
い
わ
れ
る
紘
昨
年
古
墳
か
ら
発
足
さ
れ
た
が
、

乱
掠
の
た
め
正
・
確
な
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
法
日
玄
は
直
径

一 
0
・
三 

、

汁
区
か
ら
内
区
に
か
け
て
屯
裂
が
生
じ
、
銘
文
帯
は
な
く
、
、
一
ハ
花
え

の
株
式
は
、

明
ら
か
に
訪
日
来
(
和
銑
)
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

-・・・圃・・・

(
れ
然
記
念
物
)

宮
神
社
の
ア
カ
マ
ツ
林

市
川
大
門
町
高
田
一
宮
浅
間
神
社

昭
和
田
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
指
定

一
宮
え
問
神
社
境
内
の
ア
カ
マ

ツ
林
は
面
積
、
が
広
く
、
大
木
て
、

樹
勢
よ
く
、
樹
齢
一
一 

年
の
巨

o
o

木
や
「
格
上
り
松
」
と
呼
ば
れ
る

-
一
角
い
所
か
ら
柊
を
出
し
て
い
る
珍

し
い
樹
形
の
も
の
も
あ
り
、
県
下

に
比
類
な
い
も
の
で
あ
る
。

近
時
刊
か
松
く
い
む
し
々
に
よ
る

被
害
が
生
じ
大
木
が
枯
死
し
、
駆

除
に
怪
人
叩
で
あ
る
。



流る
通:
寺し
の
ビ
ヤ

ク


ー/ 
J 

市
川
大
門
町
高
田
二
七
八
六
流
通
寺

昭
和
四
十
三
年
二
月
八
目
指
定

ビ
ャ

ク
シ
ン
は

別
名
イ
ブ
キ

イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ
ン
、

カ
マ
ク
ラ
ピ

ヤ
ク

シ
ン
、

ビ
ャ
ク
タ

ン
な
ど
と
呼
ば
れ

て

い
る
。
杖
は
よ
く
分
岐
し
、

大
型
の
瀧
木
状
、
も
し
く
は
喬
木
状
に
ま
で
点
長
し
、
縦
剖
れ
が
し
や
す

く
、
葉
は
、
隣
片
葉
か
針
状
葉

、‘て
杖

に
密 
看
し
て

い
る
。
分
布
は
、
本
川

・
胃
国

・
九
州

の
、
五
と
し
て
海
岸
地
、
万
に
自
生
し
て
い
る
が
、
大
木
は
植

栽
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
。

県
内
て
は
、
中
巨
摩
郡
甲
骨
寸
古
巨
大
禅
寺
に
あ
る
夢
窓
国
師
子
植
に
な

0

る

「
凹
つ
白
檀
」 

・中
巨
摩
郡
白
柊
町
大
風
の
吾
、
応
寺
の
「
大
風
の
ビ
ヤ
ク

シ
ン
」
。
中
巨
牢
郡
増
穂
町
大
字
小
屋
宇
田
之
頑
の

「
田
之
頭
の
ビ
ヤ
ク
シ

ン
」
。
中
巨
摩
郡
八
珂
村
野
牛
島
諏
訪
神
社
の
「
野
牛
島
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
」

な
と

の
県
指
定
の
え
然
記
念
物
が
著
名
で
あ
る
。

流
通
寺
の
ビ
ヤ
ク
シ
ン
は
、
境
内
の
庭
園
中
の
古
木
て
、

月
通
幹
問
一

-
九 

、

根
廻
り
四
・
二
四 

、
樹
高
七
・
二
明 

、

主
玉
川
1

土、 

ん 

末
時
四
・
三
九 

、
南
北
五
・
一
五 

て
、
樹
勢
は
旺
盛
で
あ
り
、
葉
色


も
極
め
て
氏
く
、
南
来
方
面
の
杖
張
り
が
特
に
良
好
で
あ
る
。
樹
齢
は
数


百
年
と
推
定
さ
れ
、

前
述
の
県
内

の
ビ
ヤ
ク
シ
ン
に
劣
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
。


同
反
固
に
は
、
柿
の
老
木
も
あ
り
、
「
子
持
柿
」
と
し
て
珍
ら
し
い
巨
木
で


あ

っ
て
、
流
通
寺
の
歴
史
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。


ビ
ャ
ク
シ
ン
の
持

つ
特
性
て
縦
に
割
れ
が
へ
っ

て

い
る
が
、 

河
水
没
入

O
m

防
止

の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
埋
も
し

ウ
か
り
し
て

い
て

倒
壊
防
止
え
柱
ど
と

も
に
防
法
棚
が
完
備
し

て

い
て
保
存
に
も
え
分
配
応
さ
れ
て

い
る
。

m

m

m
J

m

V
-
1
-f

J
4
1
L
U

一の室
 

R
b
g
b
d
b
一
言
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Z
U

連れ
の

ョ
ウ
メ
ン
ヒ
ノ
キ

市
川
大
門
町
山
家
四
尾
連
地
内

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
八
日
指
定

四
尾
連
湖
畔
、
地
元
の
厚
い
信
仰
と
多
く
の
伝
託
を
秘
め
た
子
安
神
社
の
境
内

に
え
ヒ

ノ
キ
い
か
、
二
本
対
に
な
っ
て
生
え
て
い
る
。

「詩
槍
」

と
い
っ
て 

こ
ん
な
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て

い

こ
の
大
ヒ
ノ
キ
は
、
地
'
芯
て
は

-
建
久
年
間
(
約
七
九 

年
前
)
源
頼
朝
が
、
富
士
の
巻
狩
の
時、

す
る
途
中
、
子
安
神
社
て
休
息
し
た
。
そ
の
時
、
槍
の
杖
を
折

っ
て
妥

の
代
用
に
さ
れ
た
の

y
d 。

O

そ
れ
を
地
面
に
持
し
て
お

い
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
が

活
着
し
て
二
本

の
さ
か
さ
槍
ど
な
っ
た

と

い
、 7
。

も
と
も
と
源
頼
朝
は
四
え
速
に
は
巻
狩
り
に
は
未

て

い
な
い
。

ふ
'
-
J，力、

J
守 

が
あ
る
噂
『
と
は
、
子
安
神
社
が
四
尾
速

か
ら
市
川
へ
、

ま
た
姪

ヶ
岳
か
ら
富
士
五
湖
方
面

へ
の
岳
地
に
位
置
し
、
古
い
歴
史
を
秘
め
て

い
る
唱}
と
が
‘ 
7
か
が
え
る
。

北
側
の
も
の
は
、

こ
の
大
ヒ
ノ
キ

の
・7
ち、

、
樹
高
二
一 

、
地
上
三 

m

m

根
辺
り
幹
回
一

二 

、
目
通
り
幹
回
、
一
ハ・

m

八 

の
と
唱
-
ろ
か
ら
幹

が
数
本

に
分
れ
、
幹

に
は
数
人
が
入

m

れ
る
程
の
空
洞
が
あ
る
。
南
側
の
も
の
は
や
や

如
く
根
足
り
幹
回
一 

四

.
ハ、一 

、
樹
高
約
二
二 

、
下
枝
は
地
上
三 

の
と

こ
ろ
か
ら
出
て

い
る
。
両
者
と
も

杖
張
り
は
東
西
約
一
五 

、
南
北
約
十
二 

m

m

m

。
樹
勢
は
旺
盛
で
あ
る。

m

県
下
て
の
ヒ
ノ
キ
の
最
巨
木
は
、
河
口
え
同
神
社
人
口
の
え
ヒ
ノ
キ
て
し
た
が
、噌

は
、
山
州
勢
が
衰
え
た
の
で
初
ら
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
札
丘
、て
は
、
子
安
神
社

の
大
ヒ
ノ

キ

(
リ
ョ
ウ
メ
ン
ヒ
ノ
キ
)

が
、
県
下
の
け
反
巨
木
と
な
っ
て
い
る
。

m

こ
の
池
て
成
狩
り
を

こ
の
大
ヒ
ノ
キ

、
目
通
り
幹
回

O
m

『れ
い



平
塩
同
の
ほ
ぼ
中
央
の
小
高

い
丘 
j

上
に
あ
る
熊
貯
神
社
は
、 

員長i
野の

(神 
1!!1社 
lE本

主殿
柏 
JU 

周 3主 IJ

市
川
大
門
町
平
塩
地
内

町
指
定
え
化
財
で
唯

一
の
建
造
物
、
熊
野 
神
社
本
殿
は、

d

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
六
日
指
定

そ
の
縁
起
は

明
瞭
て
な

、
が
、
材
背
や
手
法
な
ど
か
ら
し
て
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
に

造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

本
殿

の
建
築
，株
式
は
、

一
軒
社
へ
母
屋
向
千
鳥
波
風
向
拝
軒
庶
波
風
付

て
、
屋
棋
は
棺
・皮サヰ

・
総
枠
造
で
あ
る
。

建
造
物

の
各
所
に
札
ら
れ
る
彫
刻
的
装
飾
は
み
'
}
ど

な
も
の

て、

屋
造
り
身
合
壁
面
品
、

来
面
に
は

「
有
の
同
」
、

北 

旬
は

「
段
ム
ロ
干
つ
司
~ 

f

虫
、
ン 

南
面
は

「大
蛇
ト
成
政
の
図
」
、

脇
陣
子
は

「げ
介
龍
・降
龍
」

の
遠
山
ゆ
が
花
し

て
あ
る
。

ぷ

陀

・
相
称

・
町
本

・
桁

・
一弥
長

・
ドん
半

・
レル川町

・
対
抗
札

・
恥
土
台

拡

・
水
炉

・
主
本
を
は
じ
め
れ
ボ
紙
な
ど
も
素
晴
り
し
く
、 

叩
乙 

守

、

・・ドじ 

一
-
3

糸
川
下

-一

'

老
松

の
彫
刻
が
特
に
目
立

つ
。

、}
の
彫
刻
は
伊
丘
国

札
松
崎
町
出
身
内
石
田
半
兵
衛
父
子
の
作
品
て

は
と
云
わ
れ
て
い
る
。

半
兵
衛
は
邦
秀

長
男
局
次
郎
は
信
秀
を
名
来
り

小
沢

流
彫
刻
か
ら
か
小

沢
雅
楽
助
と
も
い

っ
た。

次
官
力
富
次
司
郎
は
希
道


四
月
徳
成
は
佐
秀
と

彫
刻
家
の
一
家
.
で
あ

っ
た。


  

'}
の
本
殿
の
再
建
さ
れ
た
と
き
の
抹
札

に

「熊
野
大
神
本
殿
再
建
、

水
五
年

(
一
八

五

二
)

春
手
斧
始

安
政
'九
年

(一

八

五

寸
)

十

一
月
落

点
、
株
梁

立
川
全

四
郎

石
原
忠
助

一
瀬
，
代
古 

と
記
し
て

あ
る
。

L

大

工


t

K
P

j

4
J
1
d
E 火、、

母

区
上
手
の
氏
村
採
て
、

旧
一辺
に
い
接
し
て

い
て
、
老
松

に
追
わ
れ
市
而
し
て
述、 

司
-
の
神
社
は
、
平
塩
池
内
の
諸
村
を 
'
-

た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 求

州
は
塩
沢
川
に
臨
み
、
両
側
は
四
花 

の
従
…
昨
日
村
社

の
地
に
集
め
花

っ

一の主 

-
n
b
g
b
o
b
一
言
。
=

J
d
湖
へ

の

ip 
)11 

J也

さ
れ
て

い
る
。

i
L

FPP
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ι
L
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v
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あ
旨
え

っ
存 

ロ 

4
4

1h 

r

τ
つ 

市
川
大
門
町
高
田

二
三

五

昭
和
六
十
年
十
月
十
八
日
指
定

万
治
三

一
、一ハハム

二
九
1

一
四
四 

年
間

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。

よ
く
詰
ん
で
刀
寄
り
の
征
が
か
り
地
沸
つ
く
。
刃
え
中
直
刀
沫
く
、
五
ヶ
所
互

帽
子

氏
、

--
口利り

安
政
三
年
作
の
白
鞘
に
納
る
。 

渡
辺
昭
平

大 
手ロヒ
五 

O
)

乏
)

(

裁

の
名
刀
て
、
水
亭 

(
一
四

・伺
造
ケ
て
、
錆
高
崎
張
れ1
強
く
重
ね
、
同
庁
い
中
旬
先
。
鍛

・
刀
え
は
小
板
目

の
小
沸

つ
3
お
ち
け
、

金

筋

入

り

、

(

針

子

先
初

っ
て
一

文
字
、
て
あ
る
。

J

和
川
住
正
長
は
、

こ
の
脇
指
(
脇L

-
fL
IT 

: 
l土

)fr<.-

の 
7 
ち
の
子 :
接 h 

•脇 V


O
)

)fr<.-

のH
H
鋒
)
は
比
詰

・
茎
は
生
ぶ

年
発
行
「
山
村
形
集
」
所

刀

工
て

知差 ir

住
正
長

あ
る O

渡
辺
国
博

市
川
大
門
町
高
田
二
三

五 

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
目
指
定

-波
辺
家
は
、
え
幸
家

・
儒
家
の
家
系
て
医
者
と
の
埠
担
も
あ

っ
た
り
名
、
王
子

O

•渡
辺
家
文
洋

次
右
衛
門
の
家
で
あ
る
。

古
え
書
類

・
古
語
類
な
ど
八 

点
、
製
薬
な
と
の

版
木
類
な
ど
も
所
蔵
し
て

い
る
。
古
く
は
も

っ
と

所
蔵
し
て

い
た
が、

数
次

の
水
害
の

た
め
、
多
く

の
書

籍
類
が
散
逸
し
た
、
『
と

は
残
念
で
あ
る
。

所
蔵
す
る
主
妥
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、

「御
用
富
士
川
道
字
天
神
滝
古
石
水

行
直
御
重
幅
丁
図
」
「
山
口
明
神
」
掛
図
、

「雲
汁
玄
属
の
喝
」
な
ど
の
ほ
か

岐
中
風
流
入
海
(
之
政
九 
)
、
甲
斐
国士心
芋
稿
、
首
道
知
紙

と
が
あ
る
。 

O

(

2

心
亀
二
年
)

な



平
塩
寺
過
去
帳

市
川
大
門
町
花
園
院

平
成
五
年
三
月
二
十
四
日
指
定

こ
の
過
去
帳
は
古
河
野
・
山
金
刑
頂
院
本
の
花
園
院
に
あ
り
、
相
の
川
被
蓋
の
箱
に

入
っ
て
お
り
箱
の
本
に
は
「
過
去
帳
」
平
塩
山
什
具
と
あ
り
、
箱
の
孟
哀
に

「
平
塩
寺
千
時
克
政
四
年
(
一
七
九
一
一
)
壬
子
歳
九
月
吉
日
)

甲
斐
国
八
代
郡

市
川
上
野
村
武
家
神
務
兼
帯
利
部一
三
郎
是
清
末
孫
市
川
別
宮
内
膳
源
行
尤
大

過
去
帳
四
勅
奇
返
之
」
ど
書
か
れ
て
い
る
。
中
の
四
軸
は

常
行
三
昧
堂
上
番
大
過
去
帳
(
平
塩
寺
悶
係
者
三
十
七
名
)

中
番

(唱
師
、
不
同
係
者
百
五
十
六
名
)

(
干
手
間
係
者
三
十
五
名
)

1/ 

1/ 

Fノ

1/ 

1/ 

ノノ

1/ 

下
番

(

根

本

堂

閃

M
M
僧
侶
二
百
九
十
名
)

の
名
前
の
記
仇
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市
1

支
国
の
中
世
並
に
宗
教
史
の
研
充
の

上
て
は
主
一長
な
背
朴
て
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

1/ 

1/ 

Fノ

板日

碑ひ

市
川
大
門
町
四
五
三
二

村
松
定
孝

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
六
日
指
定

白
ハ
治
周
年
(
一
三
六
五
)
三
月
の
板
碑

中
央
に
先
宇
キ
リ
ー
ク
(
吋
弥
陀
仏
)
を
彫
り
、

道
庄
に
来
っ
た
典
型
的
な
南

北
朝
時
代
内
特
従
を
も
っ
た
保
存
状
態
が
よ
い
え
形
ロ
刊
で
あ
る
。

え
安
三
年
(
一
間
旬
、
一ハ
)
八
月
銘
の
板
碑

種
子
の
キ
リ
ー
ク
レ
二
途
-
一
庄
の
禄
え
は
室
町
時
代
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
も

の
で

与
す
が
え
患
と
も
読
め
る

が
「
妙
善
祥
門
L

レ一供
日一夜名ハ
り
あ
る
頭
部
が
破
損
し

て
い
る
板
碑
て
あ
る
。

板
碑
は
五
輪
塔

・
主
塔
な
ど
を
よ
り
筒
素
に
し
た
卒
塔
婆
。て
、
二
枚
共
明
治

二
十
二
年
花
凶
院

の
村
松
与
左
街
門
家
の
墓
地
か
ら
発
足
さ
れ
た
。
禄
花
片
山
万

の
秩
父
地
方
て
庄
出
す
る
岩
石
て
、
郡
内
地
方
に
は
広
く
分
布
す
る

が
国
中
地

方
て
は
珍
ら
し

い
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

一のE-Abさ
b
d
b

一室。=
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市
川
大
門
町
印
沢
地
内

昭
和
田
十
七
年
六
月
二
目
指
定

、
一
八
地
歳
の
信
仰
は
室
町
時
代
に
な
る
い
二
般
化
し
、

ハ
地
蔵
が
刻
ま
れ
て
い

r

•
浄:
身み� 
~i~~

市
川
大
門
町
山
家
四
尾
連
地
内

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定

る
石
、
性
が
各
地
て
造
立
さ
れ
る
よ
‘7
に
な

っ
た
。

こ
の
石
惜
は
基
礎
の
上
に
瞳
身
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
・
中
ム
ロ
を
置
さ
、
中
ム
ロ
の

上
に
仏
像
を
刻
ん
だ
金
司
郊
を
安
置
し
、
そ

の
上
に
笠
と
宝
珠
を
載
せ
て
あ
る
重

制
の
六
地
蔵
石
惜
て
あ
る
。

一
足
石
灯
篭
に
似
て
い
て
、
惜
'
身
は
九
く
、
ふ
龍
邦

は
灯
篭
の
火
山
家
の
よ
う
に
日
与
え
る
。
金
は
破
損
し
て
い
る
が
、
六
地
蔵
が
刻
ま

れ
て
い
て
笠
を
し
っ
か
り
え
え
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
て
成
り
、
一
室
町
時
代

の
株
式
を
と
ど
め
て
い
る
。

町
内
に
は
永
禄
年
問
、
式
同
信
玄
の
建
立
し
た
、
六
地
蔵
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
ん
7

は
憧
'
身
の
み
、
黒
沢
地
内
に
も
あ
る
が

一
番
目
心
事
、
て
あ
る
。

県
道
四
尾
連
湖
八
公
因
縁
の
途
中
、
部
落
の
手
前
に
『
川
』
ど
云

7
場
所
が
あ
る
。

唱
『
の
印
沢
の
石
憧
が	 

巨
岩
の
隙
問
か
ら
湧
水
が
絶
同
な
く
流
れ
て
い
る
。
唱
-
の
清
水
を
貯
え
た
込
の

平
」
邑
炉
}
れ
1

こ、

出
産
児
の
乳
児
に
良
く
似
た
、

別
名
子
供
石
と
も
い
わ
れ
る
浄
身

が
あ
る
。

(止旬、

富
士
山
の
墳
え
か
ら
弊
を
逃
れ
る
た
め
四
足
達
湖
へ

向、 石� 

7
途
・中、

危
変
し

て
降
、
掃
が
起
り
、
�
 こ
の

zl川
』

に
て
臭
事

出
産
、
�
 

身
石
に
、
「
注
し

て
身
を
浄
め
た
と
伝
え

ら
れ

て

い
る
。)

)}IJ
以
未
土
地

の
住
民
は
沫
く
信
仰
し
、

抹
身
。
て
注
し 1Li庄
、 咲:持
訴
か
ら
込
の
冷
水
を
か

ぶ
り
浄
身
の
習
慣
が
慣
行
さ
れ
た
、
不

木 名L	

日知
人

の
産
後

一
辺
同
以
内
に
こ

の
石

に

耳I~ ゃ j争

忠
設
な
-
-と
に
、
苧
身
し
た
母
子
は
病
気
一

つ
し
な

い・
事
実
が
伝
え
ら
れ
、
川
村

占臣� 1身
方、石

の
加
誌
と
も
い

わ
れ
た
。
又、

医
学
的
に
も
冷
水
に
よ

る
血
流
循
成
の

促
迅
と

村
神
的
自
信

に
述
な
る
と
学
者
は
・一ろ
う
。

z

j争
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市
川
大
門
町
金
剛
院
坂

植
田
米
助

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定

市
川
本
町
か
ら
平
塩
同
に
通
ず
る
金
剛
院
坂
の
登
り
ロ
に
、

「平
塩
町
追
述
の

砕
」
が
建
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
か
た
わ
ら
に
不
思
議
な
伝
説
を
秘
め
る
黒
色
の

大
主
な
奇
石
が
札
つ
で
あ
る
。
延
命
石
と
称
し
里
人
は

こ
の
石
神
を
信
仰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
非
常
な
功
徳
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。

、

ョ 

込
入
叩
1

石
は

平
塩
山
白
雲
寺
と
い
・
7
大
寺
が
あ
り
、

え
ム
ロ
百
坊
と
い
わ


れ
沢
山
の
え
院
が
あ
っ
た
。
そ
の
え
院
の
ど
の
寺
か
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が


長
い
同
に
白
雲
寺
も
、
士
入
院
の
多
く
も
廃
寺
に
な

っ
た
り
円
か
ら
下
に
移
り
、


延
命
石
の
所
在
も
不
明
と
な
っ
た
。

と
、
『
ろ
が
太
平
洋
戦
争
・
中
金
剛
院
坂
の
竹


林
の
中
か
ら
発
足
さ
れ
、
見
在
地
に
花
ら
れ

る
よ
‘ 
7
に
な
っ
た
。

hw

市
川
大
門
町
印
沢
地
内

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定 

μ法
大
師
が
諸
国
巡
礼
の
お
り
、

、
『
の
山
地
を
通
ら
れ
、
道
端
の
大
石
に

と
も
出
来
な
い

，
E
Z竺
押
に
お
願
い
し
、
お

石
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
白
然
の

腰
を
お
ろ
し
て
食
事
を
し
な
が
ら
、
村
人
に
村
の
禄
子
を
尋
ね
た
が
、
人
々
は

相
子
に
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
て
大
師
は
、
し
ば
ら
く
黙
祷
し
て
腰
掛
け
た
大
石

に
右
子
を
つ
い
て
立
っ
と
、
不
思
議
に
堅

い
石
に
子
の
形
が
つ
い
た
。

人
々
は

大
い
に
鷲
き
、
た
だ
人
で
は
な
い
と
察

し
、
早
速
に
村
人
を
集
め
て

3
て
す

っ
か

り
枇
服
し
て
説
教
に
問
主
入

ヮ
た
と
い
う
。
後
に
な

っ
て、

師
て
あ
る
こ

と
を
知
り
、

石
に
霊
を
感
じ
、
人
の
力
て
は
ど
‘
7
す
る
こ

そ
の
人
が
私
法
大

里
人
は
、
-
の
石
を
大
初
に
、
札
り
、
村
千
石

(
印
石
)

南
乞

い

祈
り
し
た
も
の
で
、
込
入
叩
石
は
市
川
を
は
じ

め
近
郷
の
里
人
が
ふ
病
息
災
、
込
入
叩
長
寿
を

願
・7
氏
同
信
仰
の
石
神
、て
あ
る。

J

に
ち
な
ん
て

村

の
名
を
印
沢
と 
4

ぶ
よ
う
に
な

う
た
と

い
う
。

方
千
の
印
石
は
・部

の
行
亨
が
行
な
わ
れ
て

い
た
。

落
の
上
手
に
あ

っ
て
、
昔
は
大
王
な
込

が
あ
り、

立
チ
の
印
石
は
源
リ
吋
寺
内

に
あ
り
氏
俗
背
札
引
と 

し
て
ι民
主
な
も
の
で
あ
る
。

一
の
E
R
a
h
-と
b
d
b
一言。

•
延之
命行
石� 1

EP? 
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② 

B ④ 3 

①
九
山

の
石
金 

②
愛
教
山

の
石
金 

③
剖
石

の
石
全 

④
桑
沢

の
石
金 

⑤
帯
那
峠
と
石
金 

⑥
清
水
の
石
金 

⑦
近
萩
の
石
金

平
点
五
年

二
月
二
十
四
日
指
定
・
山
家
九
山
地
内

平
え
五
年
二
月
二
十
四
日
指
定
・ 

文
教
山
地
内

平
点
五
年
二
月
二
十
同
日
指
、
足
・ 

沢
割
石
地
内

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
目
指
定
・
山
家
四
尾
連
地
内

昭
和
四
十
八
年
問
月
十
六
日
指
定
・
山
-一
ネ
帯
邦
地
内

昭
和
五
十
年
五
月
十
四
日
指
定
・
山
家
清
水
池
内

昭
和
五
十
年
五
月
十
四
日
指
定
・
山
家
近
萩
池
内

V
A

t

⑧
藤
田
栃
久
保

の
石
金昭

和
五
十
四
年
二
月
一
目
指
定
・
山
家
藤
肉
池
内

⑨
藤
田
ヒ
ン
尚

の
石
金 

⑬
日拙初
峠
の

石
全 

⑪
蛇
石
の
石
全

A

-
)へ
り

の
石 
品化

昭
和
五
十
四
年
二

月

一
目
指
定

・
山
家
藤
田
地
内

昭
和
五
十
四
年
二
月

一
目
指
定
・
山
本
場
初
池
内

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
目
指
定

・
山
本
城
初
池
内

昭
和
五
十
叫
年

二
月

一
日
指
定

・
広
沢
入
池
内



⑦ 

12 

石
全
と
は
、

巨
石
や
山
政
に
穴
を
-
一
ザ
オ
ゥ
て
‘
そ
の
中
に
仏
像
を
札
る
・
羽

や
塔
と
寺
の
中
川
型
の
も
の
で
あ
っ
て
、
企
(
か
ん
又
は
が
ん
)
は
仏
像

を
花
る
か
入
れ
も
の
。
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
分
布
は
、
県
内
で
岐
南
地
方
を
は
じ
め
多
く
椛
認
さ
れ
て

い
る
が
、

来
河
内
地
方
、
わ
け
で
も
山
保
地
区
に
集
中
し
て
存
在
し
て
い
る
。

唱
-
の
う
ち
、
最
古
。て
最
大
た
も
の
は
帯
部
峠
の
石
金
.
て
、
二
段
構
え
の

石
垣
に
十
数
段
の
石
段
が
あ
り
、
金
内
は
内
陣
(
二
重
構
造
)
ま
、で
あ
っ
て
、

宝
居
期
に
彫
ま
れ
た
馬
頭
視
世
音
と
以
降
の
委
彰
明
神
な
ど
を
花
る
立
派

な
も
の
で
、
日
い
末
、
河
内
絡
の
要
所
、
て
あ
る
宅
}
と
か
ら
、
昭
和
四
十
八
(一

九
七
三
)
年
に
「
史
跡
」
と
し
て

町
の
え
化
財
に
指
・之さ
れ
た
。

清
水
の
石
金
は
、
県
道
四
尾
連
湖
八
位
因
縁
の
政
修

に
際
し
問
題
化
し

た
も
の
で
、
九
彫
ム
ロ
字
形
の
馬
頭
観
世
音
立
俸
が
安
産
さ
れ
、
そ
の
体
背

に
は
次
の
銘
、
又
が
あ
る
。

「
宝
峰
丙
子
走
月
九
月
十
一

日

(一

七
五
、
一ハ)

卒
問
眼
南
会
馬
頭
視
世
音
菩
薩

願
主

小
林
口
口
口

」
と
あ
る
。 

-
れ
ら
は
、
峠
や
急
坂

・
悪
品
な
ど
の
交
通
の
非
渋
の
場
所
、〔
帯
那
峠

・

切
峠

・
蛇
石

・
栃
久
保
(
ニ
ツ
石
)
・
桑
沢
〕
。
道
格
の
分
岐
点
や
部
落

の
人
口
(
近
荻

・
清
水

・
入
り

・
ヒ
ン

均
)
な
ど
に
造
立
さ
れ
て
い
て
、
花

堀 -
神
は
、
馬
頭
視
世
音
が
・
玉
。
て
、
地
元
の
産
業
に
関
係
す
る
委
彰
明
神 

(帯

祁
峠

・
へ
り
)
を
併
、
札
す
る
も

の
も
あ
り
、
蛇
石
の
よ
・
7
に
馬
頭
視
世
音

10 

、旦� 

立
俸
を
ニ
体

年
明
)

に
か
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
司
7
。

付
北
村
形
態
と
信
仰
。
同
交
通
絡
の
変
迭
の

状
況
。
同
村
落
の
結
合
同
係
。

ロ
札
す
る
も
の
も
あ
る
。

A

造
立
時
代
は
、
宝
居
期
が
二

、
明
和
期
が
二
、
え
明
期
が
一
て
、
不
明

が
七
で
あ
る
が
、
主
府
期
か
ら
え
明
期
(
一
七
五
二
年
頃
か
ら
一
七
八
八

な
ど
氏
俗
背
朴
と
し
て
極
め
て
賞
主
な
も
の
で
あ
る
。

6 

9 
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県
道
四
え
連
湖
八
公
曲
線
の
終
点

に
近
い
四
日 

ι連
邦
落
人
口
に
筒
索
。て
古

微
を
帯
び
た
お
堂
が
一
抹
あ
る
。
庭
先
に
は
、

「
大
念
偶
(
仏
)
供
養
」
と
刻

ま
れ
た
大
き
な
砕
、
機
山
公
の
碑
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
お
堂
の
中

に
、
三

十

二
体
の
石
仏
群
が
安
呈
さ
れ
て

い
る
。

建
物
は
、
間
口

三
問
、
奥
行
三
問
、
宝
形
造
り
、
質
素
な
お
堂
。
て
建
、
五

年
代
は
不
祥
、
江
戸
時
代
上
期
の

も
の
と
忠
わ

れ
る
。

石
仏
群
は
、
お
堂
内
の
奥

の
段
上
に
安
置
さ
れ、

そ
の
数
=
一
十

二
体
、

石
仏
の
作
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
わ
た

っ
て
土
地

の
住
民
が
え

祖
の
供
養
を
か
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し
そ
の
年
代
と
氏
名
が
、

石
仏

の
哀

両
に
刻
ま
れ
て

い
る
。

中
央
正
面
に
・
安
置
し
て
あ
る

石
仏
は
、
代
点
的

の
も
の
で
、
ザ現
尤
を
配

し
、
ム口
座
--一
 

o
m
、
高
さ
八

五 

の
大
き
ざ
で
あ
る
。
左
手
に
宝
珠
を
・右

手
に
錫
杖
、
彫
刻
は
簡
素
で
あ
る
。
哀
面
に
は
明
、応
八

(一

四
九 

)
年

と
年
ロ
す
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
宝
町
時
代
式
旬
、信
虎

の
父、

信
縄
の
唱}
ろ
、
す

で

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
県
下
で
も
古

い
石
仏
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。

四
足
連
邦
落
は
、
当
時
十、
ハ一
、

の
住
民
が
住
ん
で

い
た
と

い
・7
。
そ
し


て
、
-の

石
仏
を
中

心
・
と
し
た
信
仰
、
生
活

が
営
ま
わ
れ
、
葬
式
、
集
会
、


部
落
、
担
任
長
制

の
指
拝
礼
制
が
こ
の
お
堂
の
中
て
行
わ
れ
た
と

い
う
。


石
仏
群
は
、
当
初
日
忽
汁
に
建
・
立
さ
れ
長

い
同
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て

い
た


が
、
お
堂
連
立
に
よ
り
日
庄
内
に
安
丘
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。


江
戸
時
代
・中
期
に
い
た
り
、
昔
河
宗
・斥
竜
山
浄
泉
院
が
、

四
十
戸
の
位

家
に
よ
り
辻
之
さ
れ
信
仰

の
・
中
心
は
、
ず
血
仏
坪

の
あ
る
地
蔵
石
仏
か
ら
寺

比
へ
移
行
し
た

の
で
あ
る
。

y m

O

市
川
大
門
町
山
家

四
尾
連
地
内

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定



--

上

「
五
丁
目
の
山
半
」

の

「揚
げ
筒」

L
'
-

i 

l 

い
た
も
山
て 
、

市
川
大
門
町
五
丁
目
山
車
保
存
会

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定

は
、
嘉
水
年
同
に
造
ら
れ
た
も

の
で
、
山
車
の
中
央
・郊
に
'
打
上
げ

市
川
大
門
町
一
七
八
五

]11 
大
門
村
並
絵
図

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
一
目
指
定

こ
の
絵
図
面
は
、
安
政
明
乙
年
(
一

花
火

の
筒
が
あ
る
全
国
で
も
非
常
に
珍
ら
し

、
山
車
で
あ
る
。
lJi 
}11 

は
古

本
場
‘
て
、
比
の
技
術
を
伝
え
た
甚
左
エ
門
を
花
る
と
い
わ
れ
る

「
神
明
の
花
火
」

未

れ
元
禄
・芋
保 
(
一
七

一
六 

i

一
七
三
六
)
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
ワ
た
。
江
戸
時
代
、
徳
川

家
へ
上
納
の
御
用
品
川
を
逆
ぶ
析
に
江
・戸
て
日
ん
た
打
上
げ
花
火
の
大
き
さ

に
鷲
き
、
江
・
戸
の
花

え
師
を
市
川

へ
阜
ぃ
、
『
の
技
術
を
、
市
川
へ
取
り
入
れ
た
。
比
の
た
め
克
政
年
間
に
は
三
川

和
紙
漉
の

と
呼
ば

の
吉

田
、
常
陸
の
水
戸
と
と
も
に
日
本
三
大
花
火
に
数
え
ら
れ
る
よ

7
に
な

っ
た
。

山
阜
の

は
木
造
り
春
凌
塗
リ
て
、

径
五
寸
か
ら
七
寸
五
分

(
十
五 

m
l
二
十
二 

m

L

色 
と
り
ど
り
の
伎
恭
が
張
ら
れ
る
よ
・
ー
に
な
っ
て
い
る
、

八
五
七
)
に
」
市
川
大
門
村
で
作
製

し
た
も

の
て
、
村
の
家
並

・
道
格 

.
水
神崎
・
堤

・
村
役
人

・
御
用
紙

一混

・
御
荷

・
朴
埋
家

・
茶
屋

・
水

車
屋

・
酒
造
屋

・
旅
託
屋

の
印
を

つ
け
て
い
る
大
き
な
も

の
で
横
四

ニ
=一仰
、
縦

一 

三
七 

あ
る
。 

当
時

の
村
並
を
知

る
大
初
な
絵
図

で
あ
る
。 

-~ 

m

m

m

花
火
衆
も
軽
衿
に
花
豆
、
三
枚
麻
哀
の
平
紘
の
い
で
た
ち
の
て
、
各

J
'-
L
-
J

p
z
n
J
T
L

n-

J
t

L
S
2

4
L
f
-

)
て
兵
諭
の
金
具
を
配
し
、

立
泳
な
山
阜
で
あ
る
。

地
か
ら
札
物
ハ
み
が
参
集
し
た
と
い
‘ 
1
。

五
丁
目
の
寸
足
に
長
く
保
守
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

が
川町
叶
え
さ
れ
た
際
、

古
・右
の
言

い
伝
え
を
ヰ
に
し
た
会
見
ら
が
、

「
五
丁
は
山
キ
保
存
会
」

を
川
均
点 

一-令

、
干 

本 

十 

レ

-

昭
和
円
十
年
当
町
の
本
通
り
の
会

れ
の
保
存
に
努
め
て
い
る
も 

、 

J

‘£
・
一
、
‘

出
γ
7
L

l

t

l

ワ
止
グ
干
;
サ
土
、

い
た
も
の
が
伐
っ
て

い
る
。 

h

u

町
内
に
は
ケ
ヤ
本
に
竹 
り
タ
々
を
え

•
五
丁
目
の

車し

争，Lイ� 

ロ� ~ 

勺
文� J

ノ----寸てよ� ¥¥ー

•
市� 

d

Jtご� 11 

sbob-soヌ
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L

L

J

先
を
治
し
て
く
れ

る
地
蔵
採
と
し
て
、

深
い

信
仰
を
あ

つ
め
て
い
た
。

(
一
八

六
五
)

年
に
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

地
蔵
禄
の
顔
を
石
て
捕

(拘
)
号
、
、

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と

、・
7
0

て

い
て 

を
武
石
に
伎

い
、
低 

市
川
大
門
町
山
家
四
尾
連

平
成
五
年
三
月
二
十
四
日
指
定

千
件
文
化
八
年
辛
未
年
端
午
巷
湖
砕
え

問
。
域
岳 

佐
山
上
有
レ湖
。
リ
押
竜 

則
子
母
安
失
。
云

士叫
足

達

不

レι
知
訊 

五
一
護
持 
η
勾
云
。
山
上
有 

水
。

寒

也
。

水
日
淵
下
主
山
葵
也
者

森
井
之
称
。
蒲
依
之
え
も
。
以

来
以

レ
え

υ

末
、
攻
、 
ζ
'
瓦
疋

良
之
主
也
。

・攻 

為
山
。
本
朝
一
訓
志
尾
連
止
伏
之
謂
也
。
伏
与
域
同

p

r

d
T

J

L

L

L

宇
則
主
舟
降
。
リ
祈
柾

馬
。
祈

赤
川
つ
成 
-r

な
u

札
隠
伏
。

日以

城
之
伏
千
鈍
中
-
K
式
。
謂

。
潤
沢一広
西
南
。
いみ叫刊汁
ー，句
・4f

判
。
亦
猶

一

一-
之
甲
子

一。
故
城
岳
之
名
。
域
岳
険

千

笠
レ
月
。

以
称
城
局
山
。一

若
押
所
会
一栄

-一 

也
。
将
レ建

レ碑
君
。
需
一一
銘
詞
以
伝
子
不
朽
一
云
。
司
台
。
域
岳
有
三

束

-

干
巴
笥

一

神
仙
一
定
湖

竜

上

え

。
正
名

不

所

作

え
化
十
一
中
え
年
九
月
吉

八
十
信
出
世
間
制
底
儒
南
区
社
九
為
一
拝

。
万
物
本
未
然
。

市
川
大
門
町
印
沢
地
内

八
非
常
小
品
益
法
屯
稿

平
成
五
年

三
月

二
十
四
日
指
定

太
平
洋
戦
争
後
ま
て
、
古
河
田
地
区

の

、
『
の
流
地
蔵
様
は
、
地
え
で
は
、

一
休
和
尚
が
開
眼
し
た
も
の
を
、

え
治

二

そ
の
石
の
粉
を
・抗

に
塗
れ
ば
治
る
故
に

ま
た 
H

オ
コ
リ
病
。
に
も
御
利
益
が
あ
ワ
た

明

治

ノ

(
一
ノ
七
五
)
与
の
記
録
に
、
「地
蔵
の
頑
は
深
い
穴
が
穿
い

半
休
の
供
長

田
が
あ
っ
た
も
の
を
氏
有
地
に
編
入
し
、
庇
に
は
石
臼

後
に
持
樹
が
組
え
ら
れ
て
い
た
」
な
と
が
佐
川
か
れ
て

い
る
。

• 

ぼ
地
蔵

J

述
吉司

•
4症台
湖三
碑
文

豆ハ建



(
無
形
文
化
財
)

園-

子
安
神
社
神
楽

市
川
大
門
町
山
家
四
尾
連
地
内

子
安
神
社
神
楽
保
存
会

昭
和
五
十
三
年
十
月
十
五
日
指
定

問
ロ
も
連
湖
の
傍
ら
に
、
安
庄
加
乏
の
子
、
安
神
牡
が
あ
る
、
祭
神
は
本
花
味
耶

姫
令
、
て
、
例
祭
は
、
毎
年
十
月
十
五
日
(
近
年
は
十
五
日
前
後
の
日
曜
日
)
に

行
、
7
0
境
内
に
は
神
殿
、
拝
殿
及
び
神
楽
殿
が
あ
り
、
祭
日
に
は
神
楽
の
奉
納

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
他
町
村
か
ら
の
参
拝
客
も
多
く
訪
れ
る
。

神
楽
は
明
治
十
年
宮
原
村
(
札
六
郷
町
)
の
い
え
同
神
社
の
宮
司
藤
原
吉
高
氏

が
、
子
安
神
社
の
宮
司
を
兼
、
四
回
札
連
邦
落

の
青
年
に
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
、

昭
和
三
十
年
ま
て
行
わ
れ
た
が
、
若
者
の
都
合
へ
の
流
出
て
奔
子
不
え
と
な
り

休
止
と
な
ゥ

た
が
、
昭
和
五
十

二
年
、
公
民
館
マ活
動
の
一
環
と
し

て
、
町
、

教

育
委
員
会
の
指
導
長
助

に
よ
り
、
地
元
山
保
地
区
、

四
足
達
区
の
協
力
を
得
て

二
十
年
ぶ
り
役
浴
し
た
。
今
後
は
子
安
神
社
神
楽
保
存
会
に

よ
り
、

水
久

に
伝

水
保
存
す
る
、

ア
ど
と
な

ゥ
た
。 

•子議
漉略

立花
 
<<t 

市
川
大
門
町
=
三
ハ
ニ

ー
二

豊

川

久

雄

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
四
日
指
定

手
・
混
和
紙
の
製
造
は
、
原
日
材
調
整
は
も
と
よ
り
、
イ
和
紙
を
漉
く
作
業
。
て

の
紙

科
の
「
汲
み
込
み
」
「
化
粧
水
」
「
調
子
」
「
拾
て
水
」
と
日
本
独
特
の
「
流
し
浪

き
」
の
技
法
は
一
朝
一
夕
に
体
得
出
未
る
も
の
で
は
な
く
、
本
町
の
貴
重
な
る

手
浪
和
紙
の
遺
庄
で
あ
る
、
「
市
川
肌
吉
紙
」
は
、
徳
川
家
御
用
紙
を
浪
主
上
げ

た
え
達
か
ら
築
き
上
げ
た
技
術
を
伝
承
し
、
そ
れ
を
忠
実
に
再
札
し
て
未
た
。

巨
大
く
継
承
さ
れ
た
こ
の
貴
重
な
技
術
も
一
た
び
途
絶
え
る
と
、
再
び
復
活
さ

れ
る
事
は
至
葬
の
業
で
あ
る
。
江
戸
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
は
、
本
町

で
も
百
人
を
越
え
て
い
た
紙
漉
工
も
時
代
を
経
る
に
従
い
滋
成
し
、
札
在
で
は

二
名
ど
な
り
、
室
川
久
雄
氏
は
第
一
人
者
で
あ
る
。
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押t
切i
刑乃
場j
跡?
及

ひ

育 -r
洲与
堤三

本
町
第
一

日す
の
、
又
化
財
で
あ
る
。

市
川
大
門
町
向
新
田
地
内

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
目
指
定

江
戸
幕
政
時
代

の
甲
斐
の
刑
場
は
石
和
配
下

の
山
崎
と
谷
村
配
下

の
金
井、

そ
れ
に
市
川
領
内

の
押
初
(
戸
川

の
下
流
・
三
川
落
合
)
の
三

ヶ
坑
で
あ

っ
た
。

市
川

の
代
官
所
は
五
丁
目
(
御
陣
屋
)
に
あ
り
、
獄 

ロ
は
非
人
頭
・
え
乎
の

屋
敷
と
と
も
に
一
丁
目
に
あ
っ
た
。
刑
の
執
行
日
に
な
る
と
川
崎
を
つ
け
た
罪
人

は
宿
通
り
か
ら
六
丁
目
の
十
字
絡
を
右
折
し
て
刑
場
に
つ
れ
て
い
か
れ
た
。

元
刑
は
、
罪
の
種
類
に
よ
り
え
あ
ぶ
り
、
味
付
(
は
り
つ
け
て
打
首
な
ど
て
、

死
体
は
河
原
に
埋
め
た
の
で
あ
る
。

刑
場
却
の
供
養
塔
は
安
政
三
一
(
一
八
五
、
一
ハ
)
年
十
一
月
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

数
度
の
水
害
に
よ
る
堤
防
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
位
置
が
支

っ
て
乳
在
地
に
移

築
さ
れ
た
が
、
昭
和
田
十
三
年
六
月
、
理
想
教
信
者
が
白
家
の
祖
先
の
霊
に
災

す
る
も
の
ど
の
理
由
.
て
、
会
届
に
て
み
戒
に
も
破
壊
し
戸
川
に
捨
て
た
も
の
を

注
元
し
、
達
て
る
と
危
険
な
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
け
し
横
に
ね
か
せ
で
あ

る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
刑
場
は
戸
川
の
流
れ
の
南
側
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。青

刈
堤
は
戸
川
堤
の
特
別
の
名
称
.
て
、

芦
川

の
下
流
が
明
治
時
代
に
数
皮
の


洪
水
て
堤
が
決
壊
し
、

本
町
は
大
災
、
室一
ロ
を
，
，
叉
け
た
。
渡
辺
青
洲
は
、

関
係
官
庁


へ
の
動
き
か
け
手
し
た
が
県
下
一
円
の
大
水
害

の
あ
と
て
忠
司 
7
よ
う
に
な
ら
ず


私
財
を
投
じ
て
堤
を
え
点
さ
せ
た
。

そ
の
後

の
太
政
修
工
事
て
昔

の
青
洲
堤
は


な
く
な

っ
た
が

そ
の
丞
善
的
行
為
は
後
人
も
忘
れ
ず
に
桜
を
植
え
て
花
札
を


行

っ
て

「青
刈
堤
植
楳
之
記
」

の
石
砕
を
作
り

「青
刈
成
」

の
名
を
後
世
に

伝


え
よ
‘
7
と
し
た
。


近
年
市
川
大
門
バ
イ
パ
ス

が
通
り

戸
川
の
柿
に

「青
刈
柿」

と
名
付
け
ら

れ
た

の
も

七万
川
淀
か
ら
で
あ
り

桜
の
植
樹
と
叫す
に
河
川
合
凶
化
汁
品
が

込

め
ら
れ
て
い
る
。

A
b



市
川
大
門
町
平
塩
地
内

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定

甲
斐
源
氏
の
基
と
な
っ
た
源
三
五
清
は
、
新
羅
三
-
郎
主
主我
九
の
三
男
、
て
、
常
珪
国

武
田
郷
に
勢
力
を
広
め
て
い
た
が
長
子
清
丸
の
濫
行
の
か
ど
に
よ
っ
て
え
永
元

年
(
一
一
三 
O
)
え
子
共
に
・
市
河
庄
に
流
罪
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
甲
斐
源

氏
発
祥
の
地
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
八
年
時
の
郡
長
依
田
孝
氏
手

県
内
有
忘
干
中
心
と
な
ノ
て
三
条
実
美
揮
す
百
・
重
野
f
安
雄
選
え
・
長
三
川

の
筆

の
・
青
銅

の
砕
が
建
之
・
さ
れ
た
。

同
砕
の
傍
に
は

「
い
と
ど
し
く
埴
生
の
小
屋
の
い
ぶ
せ
き
に
千
鳥
サ
く
な
り

市
川

の
森
」

汲
是
清

「
山
主
は
月
に
心
を
松
風

の
声
よ
り
介
に
し

る
べ
あ
ら
し

な
」
式

甲
信
玄

の
歌
が
石
に
刻
ま
れ
て

い
る
。
乎
塩

の
阿
は
古
い
歴
史
を
秘

め
た
所
で
あ
る
が
、
こ

の
場
所
は
平
地

の
眺
望
を
有
す
る
古
品

に
ふ
さ
わ
し
い

所
で
あ
る
。

市 
JII 
陣
)長
跡

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
目
指
定

明
和
え
年
(
一
七
六
円
)
政
府
内
出
張
崎
町
屋
が
・
市
川
大
門
村
に
置
か
れ
、
寛

政
七
年
(
一
七
九
五
)
甲
州
市
川
代
官
所
(
本
崎
町
屋
)
と
な

っ
た
。
え
配
地
も

次
第
に
大
き
く
な
り
、
代
、
官
所
の
人
員
も
次
第
に
増
加
し
た
こ
と
が
え
書

に
よ

り
う
か
が
え
る
。
え
保
、
一
ハ
年
(
一
八
三
五
)

二
月
十
一
日
の
落
合
火
事
で
類
境

し
、
時
の
代
官
山
口
欽
手
郎
は
領
内
の
名
、
王
寺
と
は
か
つ
て
再
建
に
つ
と
め
、

火
除
地
手
を
増
加
し
た
建
物
の
平
面
図
が
戎
さ
れ
て
い
る
。
正
斤
と
代
官
の
居

設
さ
れ
た
。 

. r 

市
川
大
門
町
一
八
六 
|

同
・
千
代
尤
締
の
建
物
・
心
事
・
万

の
長
屋
の
建
物
寺
が
あ
っ
た
。
明

治
維
新
後
郡
役
所
・
役
場
・
学
校

と
併
用
さ
れ
た
が
、
の
ち
市
川
小

学
校
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

昭
和
八
年
、
小
学
校
干
の
移
転

に
よ
っ
て
道
絡
や
宅
地
に
さ
れ
、

戦
後
寿
会
館
建
設
の
た
め
当
時
長

屋
門
の
御
門
だ
け
が
現
在
地
に
移

5
2

一 

一言。=

R
b
z
s
d
b



S
O
S
一q
p
q
s
q
u
-
一ヱ 

-・・・・・・・圃

ア

ギ

コ

ノ
ア
ガ
ン
ワ

アララギ

υ一

オ
か
ら
静
岡
県
下
ま
で
自
生
す
る
が
、
多
く
は

杖・
葉
は
手
の
平
を
立
て
た
よ
、ー
に
な
る
。
同町

四
、・
一八
五 

、
樹
高

一 
0
・九 

、
杖
張
り
は
、
束
尚
一、

に
遣
し
樹
勢
極
め
て
旺
盛
で
、
直
上
す
る
幹
、
南
来
に

の
び
る
え
技
は
張
り
が
よ
い
。

m

m

m

・庭
木
と
し
て
植
え
ら
れ
て

い
る
。

通
り
幹
岡

子

七 

フ
フ

ハ・・
一二ハ

 

市
川
大
門
町
五
七
一

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
六
日
指
定

一
宝
寿
院

県
内
て
は
ま
れ
に
足
る
大
木
て
、
庭
園
樹
と
し

て
子
入
れ
が
行
全
と
ど
い

て

い

ア
ラ
ラ
ギ
は
、
イ
チ
イ
科
の
常
葉
喬
木
位

の
木
、
て
、
本
川

の
深
山
に
広
く
自
生

る

宝
寿
院
は
、
平
塩
山
白
雲
寺
の
一
え
坊
で
あ
ワ
て
、
込
歴
年
同
に
、

ら
え
ム
ロ
宗
に
、
次
い
で
え
正
年
同
に
具
言
、宗
に
及
、宗
し
、
古
く
は
平
塩

の
上
原
に

あ
っ
た
も
の
が
、
札
在
地
に
寺
堂
が
建
立
さ
れ
た
と
い
‘
7
。

境
内
の
南
に
は
、
夢
窓
国
師
の
構
築
に
な
る
と
い
?
反
困
が
あ
る
。
前
、
万
に
池

水
が
流
れ
、
老
松
に
、
サ
ツ
キ
と
え
事
な
石
組
、
背
後
に
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
と
ア
ラ

ラ
ギ
を
配
し
、

万
松
山
を
借
彰
と
し
て
調
和
を
は
か
っ
て
い
て
、
昭
和
二
十
三
年

十
月
八
日
に
県
か
ら
庭
園
と
と
も
に
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
内
定
を
受
け
た
。

コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
は
、

ヒ
ノ
キ
科
の
常
禄
小
高
木
。
中
国
が
原
正
地
、
て
、
中
国
地

法
相
、
京
か

し
て
い
て
、
坊
を
作
る
-
-
ど
か
ら
、

イ
チ
イ
と
呼
ば
れ
、

オ
ン
コ
ど
も
呼
ば
れ
る
。

葉
が
線
形
で
杖
に
ほ
ぼ
ニ
列
に
並
ん
て
羽
根
状
に
つ
き
、
哀
側
に
は
黄
禄
色
の
え

孔
群
が
ニ
筋
あ
り
、
峰
雄
異
抹
株
で
あ
る
。

目
通
り
幹
囲
ニ
・
三
ニ 

、
根
廻
り
幹
周
二
・
四
二 

、
樹
高
五
・
一
五 

、

杖
張
り
は
、
来
西
、
一
ハ
・
三
、
一
ハ 

、
南
北
・
一
ハ
・
ム
ハ 

に
達
し
、
目
通
り
あ
た
り
か

ら
数
本
に
分
岐
し
て
い
て
、
庭
木
風
に
よ
く
子
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
名
木
で
あ
る
。

m
m

O
m

m

m

、
株
辺
り
幹
四

O
m

m
、
尚
北
、
一ハ
・
九
、一ハ 

コノテガシワ



熊
野
神
社
の
大
ク
ヌ
ギ

市
川
大
門
町
平
塩

平
成
五
年
三
月
二
十
四
日
指
定

ク
ヌ
ギ
は
、
川

・
様

・
株

・
梧
な
ど
の
宇
が
あ
て
ら
れ
、
ブ
ナ
科
の
落
葉
広

ヒ
イ 

市
川
大
門
町
山
家
五
一

葉
の
喬
木
て
、
山
野
に
自
生
し
雑
木
林
を
つ
く
る
。
樹
皮
は
時
褐
色
て
縦
梨
、

葉
は
長
椅
円
形
て
鋸
歯
を
有
し
、
有
柄
互
生
。
時
雄
同
林
、
花
は
初
夏
に
葉
の

問
に
黄
褐
色
の
穂
状
。
来
安
一
は
「
お
か
め
と
ん
ぐ
り
」
と
呼
ば
れ
、
大
き
な
誌

を
具
、
ぇ
、
材
は
家
具
や
薪
炭
材
に
な
る
硬
木
。
樹
皮
は
染
朴
や
薬
用
に
な
る
。

境
内

の・
 
9

悶
末
司部
に
あ
っ
て
、 

樹
は
北
来
に
仲
び
る
が
、

地
上
七 

て
一
回

初
ら
れ
て

い
る
が
太
い

杖
が
南
と

西

へ
張
っ
て

い
る
。

ク
ヌ
ギ
と
し
て
は
、
ま
れ
に
え
る
巨
樹
で、

樹
高
一

九

・
三 

、
椋
廻
り
幹

回
四

・
七 

、
技
張
り
、
来
八

川

ハム

i

m


m


キ
7 

、
目
通
り
幹
回
三 

、
北
七 

で
あ
る
。

m

m m

m

昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
八
日
指
定

モ
ク
セ
イ
科
の
常
晶
体
枝
葉
の
小
高
木
、
開
末

以
西
の
山
野
に
自
生
す
る
が
庭

木
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
。
葉
は
対
生
で
ほ
ぼ
椅
円
形
、
掠
に
数
佃

の
歯
針
が

3
1
5
m
p

あ
り
、
印
年
以
上
の
老
木

に
な
る
と
歯
針
が
な
く
な
る
。
樹
高
は 

て

峰
雄
其
株
て
、
秋
葉
服
よ
り
峠
雄
主
ハ
花
の
白
色
小
形
の
合
弁
花
を
つ
け
仕
杏
を

発
し
、
暗
紫
色
の
・
実
を
結
ぶ
。
材
は
、
印
材

・
そ
ろ
ば
ん
玉

・
将
棋
の
駒
な
ど

に
な
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
に
つ
か
う
ホ 
l
リ
ー
は
モ
チ
ノ
木
科
の
小
高
木
て
別
種

て
あ
る
。

目
通
り
特
同
一

打
恨
り
末
時
一
二 

m

・
・一ハ八 

、
株
廻
り
幹
噛
ニ

・
三 
O

m
、
樹
高
一 

O

m 
u 


m
、
市
北
一
二 

の
巨
山
内
て
樹
下
に
石
・什
を
札
る
。

一 

一言。=
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九

・
八 

、
南
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(一

し
た
。

は幹

本
書

は
昭
和
五
十
四
年
に
刊
行
さ

れ
た

、ヵー

既
に
十
五
年
の
年

代
官
所
の
フ
ジ

市
川
大
門
町
一
七
三
三

平
成
五
年
三
月
二
十
四
日
指
定

山
好
に
広
く
自
生
し
た
り、

視
賞
用
に
栽
培

川
大
門
町

の
え
化
財
」

月
を

経
て
お
り
、

も
多
く
あ
り
、

た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
片
指
定
さ
れ
た
も

の

こ
の
度
こ
れ
を
改
訂
し
刊
行
い

ブ
ジ
は
マ
メ
科
の
常
葉
樹
て
、

さ
れ
て
い

る
。

。支
状
に
他
の
植
物
や
え
柱
に
本
患
に
か
ら
む
、

花
は
五
月
頃
決
紫
色
か
白
色
の
蝶
形
で
数
十 

m

六 は
汁ー

d

つ
トじ
岳
可
。て

C 
U 
Aイ
#
午 

て

中
に
円
形
扇
子

・
暗
褐
色
の
桂
子

本
書
の

刊
行
に
あ
た
り
、

執
筆
さ

れ
た
市
川

大
門
町
、
又
化
財
審
議
会
委
員、

歴
史

え
化
特
別

調
査
会
委
員
の
先
生
方
は
じ

め
、

写
具
担
保
彰

に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
川
カ

メ
ラ
ク
ラ
ブ
の

皆 

な
ら
び
に

え
化
財
所
有
者
の
方
々
に

、

え
な
ご
協
力
を

い
た
だ

さ
、

ま

噌
}
と
に
有
難
く

、
て『

に
深
甚
な

る
感
謝
の
意
を
哀
し
ま
す
。

D 

を

し
主
，t
7-dl

ニ

か 

数
私
が
入
っ
て

い
る
。

支
は
強
阜
、て
、

花
穂
は
家
妓

に
な
る
。

精

円
形

皮
は
繊
維
原
料
に
加
工
さ
れ

る
。

綱
の
代
川
や
手
芸
川
口刊に、

こ
の
フ
ジ
の
木
は
、
市
川
代
官
所

(
陣
屋
)

の
庭
に
あ
っ
た
も
の
を
、

年
市
川
小
学
校
が
移
転
し
た
吋
、
札
在
地
に
二
本
移
植
し
た
。

Hs 

4ロ

九
三
三
)

千
塩
に
品州
市
川
小
学
校
が
辿
託
さ
れ
る
と
、

町
)
厄
え
を
物
語
る
名
水
、て

あ
る
。

内

一
本
は
再
移
植
し
た
が
枯
死

O

ノ¥汀1

汁 以
の 上
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芙:~え の
は北 び
長 葉
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